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　水稗　集解時珍　ミつ飛え　くさひえ　ヒルス阿蘭

　　稗ハ田野自生する所の物二種あり 水稗ハ水田中に生ひ苗葉稗のひゑ

　に似て長大 穂ハ狼
ら う び さ う

尾草に似て粗大 微赤色なり

　旱稗　集解時珍　いぬひえ　のひえ　はくさ

　　平陸道傍に多し 莖葉狗尾草に似て穂ハ水稗に似て小く短く紫褐

　色の毛あり 又芒のある物あり紫色の物あり くろいぬひえといふ

　又奥州にて，くまひえ尾州にてくろひえといふ 集解の烏禾に充る

　説あれとも烏禾ハ別物奈り

「本草圖譜」は 1980 年に同朋舎出版によって復刻され，
ここには京都大学の植物分類学の北村四郎先生などによる

「総合解説」がつけられた。上記の国会図書館とは異なる底
本であるが，北村先生の「水稗」と「旱稗」の解説は以下の
ようである（北村四郎・塚本洋太郎・木島正夫　「本草図譜
総合解説　第二巻」，1986）。
　水稗　みずびえ　くさひえ　

　　タイヌビエ　（学名）Echinochloa crusgalli (L.) var.orizicola

　(Vasinger) Ohwi（筆者注：原文のママ，正しくは oryzicola）

（分布）日本・朝鮮・ウスリー・蒙古・中国　葉の縁は著しく肥厚

　して白条となるのが特徴。この図ではそれがわからない。var. 

　orizicola と印度の var. hispidula Hack. とを同じとする考えも

　ある。また，この両者を種として E. phyllopogon Stapf. とする

　見解もある。

　　水稗（『救荒本草』）は「水稗は水田辺に生ず」によるものであるが，

　『啓蒙』ではこれをクサビエ，ミズビエとした。

　旱稗　いぬびえ　のびえ

　　イヌビエ　イネ科　（学名） Echinochloa crusgalli (L.) Beauv. 

　var. caudata (Roshev.) Kitagawa f. praticola (Ohwi) Koyama

　　旱稗（『救荒本草』）は「旱稗は田野中に生ず」とある。イヌビ

　エは小穂に芒がないか，または短芒がある。図は芒のないものを

　描いている。

　一種　くろいぬひえ　くまびえ

　　ケイヌビエ　（学名）Echinochloa crusgalli (L.) var. 

　caudata (Roshev.) Kitagawa f. caudata

図−3　農書などでの作物のヒエと見られる図
（A：宮崎安貞「再板�農業全書」，1815，B：寺島良安「和漢三才圖繪」，
1712，C：鹿持雅澄「萬葉集品物圖繪」，幕末？　BC：国立国会図書
館デジタルコレクションによる）
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　（分布）日本・朝鮮・中国　『本草綱目』にある鳥禾や稊にあたる。

　灌園は「別物なるべし」とする。

北村先生の雑草ヒエの学名の処理は，雑草学会などで用い
られる薮野先生の整理に基づくものとは少し異なるが，「葉
の縁の肥厚がこの図ではわからない」としながらも「水稗」
をタイヌビエと判定された。これは「水田中に生し」などの
記述も重視されたのであろうが，灌園の「水稗」の図（図
-4）はタイヌビエよりは有芒のイヌビエの穂に見える。

雑草ヒエの種類を穂の写真で判定するのはなかなかの難事な
ので，筆者は撮影後に穂を採取して種類を確認することにして
いる。現代でもこうなので，江戸時代の絵画で雑草ヒエの種類
を判定するのはもっと難しいことだが，歌麿の画ではイヌビエ

（またはヒメイヌビエ）とわかり，一方灌園の図譜ではタイヌ
ビエとイヌビエの区別が判然としない。対象の複雑さの差もあ
ろうが，対象を伝える上で芸術家（絵師）の感性が学者（本草家）
の知識を上回っているのかも知れない。読者諸賢におかれては，
障壁画や浮世絵などで古い雑草ヒエの図を見かけたら，ご教示
くださるようよろしくお願いしたい。

図−4　�作物ヒエの品種「さるびえ」の次に掲載された自生ヒエ「水稗」
の図

（左ページ：岩崎常正「本草圖譜　第 41　穀部」，1828：国立国会図
書館デジタルコレクションによる）

図−5　自生ヒエ「旱稗」2品の図
（図 -4に同じ：国立国会図書館デジタルコレクションによる）
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■協会だより
■試験成績検討会
●�2022年度水稲関係除草剤適2試験地域別試験成績検討会
（Web会議）
【北海道地域】
　日時：2022年10月26日 （水） 9:30～17:00　
� � � 27日 （木） 9:30～12:00��
【東北地域】
　日時：2022年11月１日 （火） 9:30～17:00　
� � � ２日 （水） 9:30～17:00��
【北陸地域】
　日時：2022年11月７日 （月） 9:30～17:00　
� � � ８日 （火） 9:30～17:00��
【関東･東海地域】
　日時：2022年11月10日 （木） 9:30～17:00��
� � � 11日 （金） 9:30～17:00　
【近畿･中国･四国地域】
　日時：2022年11月16日 （水） 9:30～17:00　
　　　　　　　　　 17日 （木） 9:30～17:00��
【九州地域】
　日時：2022年11月21日 （月） 9:30～17:00　
� � � 22日 （火） 9:30～17:00��

●2022年度技術確認圃地域別報告会（Web会議）
【東北地域】
　日時：2022年11月８日 （火） 9:30～17:00
【北陸地域】
　日時：2022年11月11日 （金） 9:30～17:00
【近畿･中国･四国地域】
　日時：2022年11月15日 （火） 9:30～17:00
【関東･東海地域】
　日時：2022年11月17日 （木） 9:30～17:00
【九州地域】
　日時：2022年11月18日 （金） 9:30～17:00
　本年度の技術確認圃地域別報告会は，一昨年まで同日開
催していた水稲関係除草剤適2試験地域別試験成績検討会と
は別日での開催となりますので，ご注意下さい。

■研究会等
●第50回構造活性相関シンポジウム
　主催：日本薬学会構造活性相関部会
　日時：2022年11月10日(木)～11日（金）
　会場：オンライン開催
　発表形式[予定]：
　　招待講演・特別講演・一般口頭発表（Zoom）
　　ポスター発表
　　　ショートプレゼン（Zoom）
　　　発表及びディスカッション（oVice）
　参加登録予約申込み締切：11月4日（金）
　詳しくは下記URLを参照のこと
�http://www.bio.info.hiroshima-cu.ac.jp/qsar2022/
index.html

●第22回農薬バイオサイエンス研究会
　テーマ「生物の生態と生存戦略を化学する」
　主催：日本農薬学会，農薬バイオサイエンス研究会
　日時：2022年11月22日（火）　13:30～16:10
　会場：�対面＋オンライン（オンデマンド視聴）でのハイ

ブリッド開催
　　　（対面）：�京都大学 北部構内 農学部総合館1階

W106 講義室
　　　　　　　 （京都市左京区北白川追分町）※定員50名
　参加費：農薬学会会員，非会員ともに無料
� � � ただし，オンデマンド視聴は農薬学会会員限定
　申込み締切：2022年11月18日（金）
　詳しくは下記URLを参照のこと
　http://pssj2.jp/committee/bioscience/22.html
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